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GLI近赤外観測データを用いた可降水量プロダクトの検証
久慈誠（奈良女子大）、菊地信行 （］AXAEORC）、内山明博（気象研）
1. はじめに
宇宙航空研究開発機構（J凶A）の地球観損杯lj用推進セ
ンター （EORC）ではみどり 2号仏DEOSI-II)に搭載さ
れたGLIセンサの1135nmの水蒸気吸収チャンネルを
用いた可降水量プロダクトを2004年1月1日より
標準プロダクトとして提供を始めた。今回ラジオゾ
ンデデータを用いて可降水量プロダクトの検証を行
ったので報告する。
2. GLIセンサ
GLIセンサには36チャンネノレあり、 1135nmの水蒸気
吸収チャンネルと 1050nm、1260nmの非吸収チャン
ネルの三つのチャンネルを用いて水蒸気プロダクト
を導出する。 1135nmと1260nmを組み合わせた2チ
ャンネルf去と三っすべて用いた 3チャンネノレ法の二
つの方法が用いられている。今回、ゾンデの打ち上
げ場所を中心とする、 1×1画素を切り出して検証
に用いた。
3. ゾンデデータ
全世界の約750カ所のゾンデデータからみどり 2号
の観測期間2003年4月2日から2003年10月24日
まで約 80000デー タを検証に用いた。 GLI角執庁の遅
れのため一ヶ月分ほど検証を行っていない期聞があ
る。ゾンデデータの相対湿度と気温から水蒸気量を
求め、高さ方向に積分することで可降水量を導出し
た。ゾンデは一日 2回世界標準時0時と 12時に打ち
上げられるので、 GLIの観測時刻との差は最大6時
間である。
4.雲域除去
GLIデータでは次の二つの条件に当てはまる場合を
雲域と判断して除去した。 (1)1 ×1画素の平均の
反射率が31%以上。（2)1×1画素の反射率の標準偏
差が 0.04以上。 以上の操作を行なった結果、晴天
と判断されたデータは約14000カ所になった。
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図1GLIとゾンデで得られた可降水量の比較。
5.検証結果
図1に2チャンネノレ法の比較の結果を示す。ゾンデ
デー タ lrm刻みでGLIの結果を平均したものが太線
で、上下のパーは標準偏差である。1伽mから 2伽m
程度まではGLIから導出した可降水量はゾンデデー
タとよく合っている。 1伽m以下の場合はGLIの値が
大きく、 2伽m以上の場合は GLIの方が小さし、地域
別に見るとアフリカ、インド、中南米、東南アジア
に標準偏差の大きいところが現れた。
6.まとめと今後の課題
GLI近赤外観測データー推定された可降水量をラジ
オゾンデ観測から推定された可降水量と比較検証を
行った。可降水量が小さいときと大きいときで GLI
とゾンデに差ができた。ゾンデは間接的に可降水量
を導出しているので、もっと直接的に可降水量を導
出する測定方法と比較する必要がある。現在スカイ
ラジオメータまたはサンフォトメータの水蒸気吸収
チャンネルを用いた可降水量との比較を予定してい
る。またマイクロ波放射計との比較も検討している。
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本研究の目的
• 2004年11月よりJAXAEORCでは、みどり2号
(ADEOS-I）搭載Globallmager (GLI）の観測
データから導出された可降水量の提供を開
始した。
・本研究ではGLI可降水量プロダクトをラジオ
ゾンデあるいはスカイラジオメータ観測で得
られる可降水量と比較し検証を行なった。
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研究の背景
水蒸気
地琢最大の温室効果気体，
地表面般射収支やエアロゾル一審相互作用の鍵となる特性量．
．可降水量（鉛直積算水蒸気量）
晴天大気における重要な大気プロダクトl
一大気補正（特に陸犠 ・沿岸犠），
• ADEOS-11 / GLI観測データの利用
一近赤外推定アルゴリズム（Kujiand Uchiyar明a2002), 
ー約 1km解像度山
一雲・海陸分布等のフラッグの活用l
地表面プロダタト（植生 ・海色 ・雷氷）の大気補正1
可降水量フ。口タeクトのアルゴリズム
・使用する波長
水源気廠収領蟻 135nm 
-1!領域 t050MJ, 1240nm 
水蒸気級収領i革と窓領i草の蝕射量比から可降水量を惟定する
-2チャンネル，圭（窓傾婿を1チャンネル使用）
R,,,/R,,. 
-3チャンネル法（水源気吸収傾織を慎む窓領媛2チャンネルを使用）
2×R，川／CR，禍.＋R,.,>
仮定
地虫薗反射寧は波畏によらず一定
・ 以上の仮定のもと可降水量を変えて舷射針寓を行ない、銀射量Rと可降
水量Pの関係を次の式で表した．
-P-C3Xlog((R,,,,/R,,.,,-Cl)/C2) 
Calibration (Bright Surface; Lambertian; 50%) 
1.2 
50 100 I田
Water Vapor Path (mm) 
2田
マッチアッフ。デー タ（GLI)
・ゾンデ打ち上げ地点を中心とするIl×l l画素
を使用
・雲域判別
一ll×l l画素の反射率の平均が25%以上
一ll×l l画素の反射率の標準偏差が0.03以上
．観測条件（scangeometry) 
一太陽天頂角60度以下
一衛星天頂角30度以下
2チャンネル法（1135nm/ 1240nm）の検証
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• GUプロダクトはゾンデ
よりも値が小さい．
－可降水量が増えるとGU
とゾンデの差は大きくな
る．
• 20%の誤差範囲で一致
している．
Precipitable wat巴rwith GLI (over Land; 2ch); 
Correction with sond巴validation
g 
百－
" 恒，
~ l・ 
<8 • 
_g ・
．司 ・・ 明曜、．．咽・ ・・ ・一一一一”l…明・． 一一一一一一 一
? ?
????
?
?
? ?? ?
?
?
???
• GLI precipitable water 
was corrected a合erthe 
validation with radio 
sonde; 
• Smooth transition over 
coastal zone; 
• Precipitable water over 
ocean is retrieved with 
AMSR; 
(provided by 四個同国yof JAXA EORC) 
マッチアッフ。デー タ（Sonde)
・全世界約750力所のゾンデデータ（DCDF）を
使用
• 2003年4月2日から2003年10月24日まで
• ADEOS-11通過時刻の前後6時間以内のデー
タ
・相対湿度80%を越えた場合、その層には雲
が存在するとし、解析から除外。
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• 3チャンネル；去
-2チャンネJレ法に比べて
ゾンデとの差が若干小
さくなった．
ー水蒸気股収領織を侠ん
だこつの窓領犠を用い
る．
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Precipitable water with GLI (over Land; 2ch); 
Seasonal contrast 
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• Comparison between spnng 
(April) and summer (August), 
ーGood自国onalcontr田t;
• GLI precipitable water was 
corected after the validation 
with radiosonde; 
• Precipitable water over 
oce叩 isretrieved with 
Aル！SR;
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GLI可降水量プロダクトの特徴
．長所
陸上の可降水量を推定する．
・マイクロ波センサ（AMSR等）は海上が主．
1km分解能で推定できる．
・マイクロ波センサ（AMSR等）は20-JOkm程度．
．短所
ー地表面反射率の低い海上では推定精度が悪化．
ー雲がある時、及び夜間は推定できない．
• ADEOS-11 / GLI -AMSR複合利用
ー相補的な関係を活かした復合プロダクトの可能性
まとめと展望
• GLI近赤外観；J!Iデータから推定された可降水量フ．ロ
ダクトの検置を行った．
ーラジオゾンデデータとの比較
• 20%の眼差で一致した．
• GLIの方がゾンテ’よりも小さめに推定される．
特に、水源気量が事い場合．
ースカイラジオメータとの比較（初期結果）
－水蒸気による吸収の光学的i,:さと良い相闘を示した．
．可降水量ベースでの検置を行う．
－展望
非常に簡単なアルゴリズムで可降水量を推定
・更に検証を積み重ね、推定精度・適用限界等を確定．
• ADEOS-11 I GLI -AMSR複合利用水蒸気プロダクト
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Validation (GLI 2ch vs. Skyradiometer 940nm) 
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